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台風の蛇行について

荒 川 秀 俊＊

　葉博士（1950）は一般流のなかでの台風の進行が・ウ

ネウネと蛇行して進行する性質のあることを理論的に指

摘した．正野教授（1951）は台風の運動に対する地球自

転の偏向力の影響を強調して，本文の第4図に示したよ

うな高気圧性回転をもつトロコイド運動をする筈である

とされた．筆者（1952）は偏向力を無視して，小規模な

旋風（つむじかぜ）に対し航空力学でLanchester（19

10）の提唱したフゴイド論を適用して，旋風のような小

規模な風系は第3図に示したような低気圧性回転をもつ

トロコイド運動をする筈であることを指摘した．実測に

よると，台風の進行速度がおそいかぎりは，第3図のよ

うな型の蛇行もするし第4図のような型の運動もする．

　この報告では台風のような回転気流系に対し若干の仮

定を設けて，蛇行運動について統一した理論をかかげ，

明確な概念を与えたいと思うのである．

　いま台風の中心を通る垂直軸に関「して対称であつて，

台風の中心の運動は水平面内にかぎられるものとする．

周囲に対する台風中心の相対速度を’Vとすると，自然

座標を用いた運動方程式はつぎのようになる．

　台風の進路の形成する曲率半径Rは第1a図のよう
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な正曲率をもつ場合には正，第1b図及び第2図のよう

な負曲率をもつ場合には負であるとする．また垂直方向

の単位の厚さについての台風の質量を甥で表わすこと

とする．また台風の進行方向とそれに法線の方向に単位

の厚さに対して働く力の成分を夫々一Z）及び．Fとす

る．簡単のために，drag　Z）はないものとし，Fなる力

は偏向力（即ちコリオリのカ）と航空力学でいう揚力と

から成るとすることが出来よう．偏向力は北半球では台

風進行の方向に対し，いつでも直角だけ右側へ働き，

級ノ7に等しいとおくことができる．ここに∫はコリオ

リのパラメーターである．揚力Lは密度ρと相対速

度’Vとに関係し，ρ’vrと書ける．ここにrは回転

風系の循環量に関係するものであるが，あとの註で詳し

くのべることとする．もし回転風系が高気圧性の回転

（r＜0，第2図参照）をしているときは偏向力の方向

に働く揚力が存在することになるし，回転風系が低気圧

性の回転（r＞0，第1図参照）をしているときは偏向

力と反対の方向に働く揚力が存在することになる．とも

かく力の働く方向は7の代数符号によって定まるとす

ると，自然座標系による経路に沿つた方向と，それに法

線の方向における運動方程式は
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第1a図（ρr＞が）
低気圧性の回転気流系の場合
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　　　　　　　　y2　　　　　　吻一＝ρ’vr一〃ゲ’Vl　（2）
　　　　　　　　R

となる．ここに7n’V2／Rは遠心力に相当する．drag　Z）

がないという仮定によつて，’Vは式（1）によって完全

にきまり，’V＝constとなるが，これは風系が運動中エ

ネルギーを失わないことを述べている．　（2）からR＝

班Vノ（ρr一呵）を得る．偏向力と揚力とは運動の方向

といつも直角の方向にむいているから，　’Vなる速度の

絶対値即ち運動エネルギーは変らないが，方向だけは変

る．よつて回転気流系がどこで動きだしても，　（緯度の

変化を無視さえすれば）同じ速度で動きっづけるが，そ

の運動する方向はかわる．即ち回転気流系は一定の速度

’Vをもって，R二寵V／（ρr一舛）なる半径をもつ円周

上を移動することになる．ただし高気圧性気流系と弱い

低気圧性気流系（即ちρr＜吻）に対しては（ρIF一呵）

は負（第2図と第1b図参照）であつて，強い低気圧性気

流系（即ちρr＞吻f）に対しては（ρ1「一”ゲ）は正（第

1a図参照）であること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V2
を，ここで特記しておきた　　　　　　　　　　mπ

い．円運動をするときの回　　　　y

転速度ρは　9＝’V／Rニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X（ρr／吻）一∫で与えられる・　Path

　　　　　　　　　　　　　　　　L振動の週期2π／ρは2π

／（ρr吻一∫）で与えられよ　　mfV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vう．ここにノ～，9したが

って円をたどる回転は強い　第2図　高気圧性の回転

　　　　　　　　　　　　　　　　気流系の場合
低気圧性気流系に対しては

正（即ち低気圧性の回転）であり，弱い低気圧性気流系

と高気圧性気流系に対しては負（即ち高気圧性の回転）

であることを注意しておきたい．

　〔註〕　台風の眼というようなものは，いろいろと定義

できよう・たとえばレーダー面にあらわれるradar－eye，

気温の観測でさだめられるtemperature－eye，風の観測

からさだめられるwind－eye等々のように．

　DepPermann（1947）がのべたように，台風の中心部

の風の吹き方には，固体のように回転しているとみられ

る部分（∂ニω7，但しωは定数）があつてここをwind

eyeといつてもよかろう．最も風速の強いところから外

側には，　角運動量が一定とみられる部分（∂7＝0，但し

0は定数）がある．この模型はランキンの渦といわれる

もので，この模型を回転気流系に適用し，且つこの回転

気流系が移動しても，中心に相対的な速度分布は保存さ

れるものと仮定してみよう．　そうすると渦の循環量r

8

はr＝2π702・ωで与えられる．ことに70は最大風速

の輪までの中心からの距離であつて，ωは固体のごと

くまわるwind－eyeの回転の角速度である．もしも71（71

琴■o）を回転気流系と・一緒に動く空気の部分の半径とす

れば，半径71の回転気流系に対する循環量もまた2π

702ωとなり，単位の厚さの質量吻はρπ712で表わさ

れるであろう．

　壮年期の台風については，固体のごとくに回転する速

度ωは約0．5×10q3secdと仮定できるから，ωは∫

よりも遥かに大きいことになる．

　もしも一般流の速度がXの方向に向ってUであると

すれば，水平面内における回転気流系のとる経路は

　　　　　　　　冗＝α十ノ～伽、9ち

　　　　　　　　ツ＝ノ～一ノ～oo3」2！，

で与えられる．ここで座標の原点は，初めの時刻に回転

気流系がそこにあって飾方向に向い最大速度をもつよ

うに選ばれてある．かくて回転気流系の経路は，第3図

および第4図に示したような，一般流の方向に一定の速

度Uをもって万直線に平行に中心が動くときに，角

速度9で回転する車輪上の定点が描くトロコイドの

形をとる．強い低気圧性回転をもつ回転気流系（例えば

台風）のとる経路は，第3図に示されたような低気圧性

第3図　強い低気圧性回転（ρ1「＞吻）をもつ

　　　　　回転気流系のとる径路

第4図　弱い低気圧性回転（ρr＜級プ）または

　高気圧性回転をもつ回転気流系のとる径路

にまがるトロコイドの形をとり，高気圧性回転または弱

い低気圧性回転をもつ回転気流系は，かって正野教授の

示したような第4図の如き高気圧性にまがるトロコイド

の形をとるであろう．

　台風の経路の場合には，一般流からの偏りは一般に小

さく台風の経路は単にウネウネと蛇行しているように見

えるだけのことが多いであろう．しかし，遅く動く対称

的な台風の運動に対して，航空力学的なフゴイド論を適

用すると，第3図と第4図に示したような二っの型の振

動する経路があり得ることになる．私の経験では強い台

、天気”5．5．
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第5図　根本氏が解折した1952年Typhoon
Fredaの径路（伊藤・久米共著‘天気予報論’
第77図から）

には第3図のような蛇行の方が多いように思うが，第4

図のような蛇行も決「して稀ではない．1例として1952年

のTyphoon　Fredaの経路を根本順吉氏が解析’した結

果を参考のため第5図に示しておいた．
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IGYの資料

話

　昨年から始まったIGY観測の彪大な資料はマイクロ

フィルムに収められ，所要の向きにおいては，これを購

入できるということをきいている．気象庁においてもお

そらくこの貴重なデータはそなえられることになるもの

と思うが，ただ資料を購入するための理由があまり明確

でないために購入に困難な点があるということもきいて

いる．そこで，どうしてもこの資料を用意しなければな

らないはっきりした理由を明示しょう．それは昨年の9

月，10月を中心とした太陽活動は，太陽黒点の正規の観

測が始められて以来，桁外れに大きなものであったとい

うことである．年平均相対数は190．2で，今までの最高

154．4（1778）をはるかにひきはなした値である．これ

にともなわれた地球上の地磁気じょう乱の大きさは平常

値の20倍以上の月もあった．したがって9月，10月を中

心として地球上の各種のじょう乱を詳細にしらべること

は太陽一地球の関係を探究する上に重要な手がかりを与

えることになるであろう．このような点からIGY観測

の結果はどうしても気象資料の中心である気象庁に用意

する必要があるのである．　　　　　　　　　　（N）

題

　、方法序説”

　デカルトがその方法序説において『真理探求』といっ

てるのは，矢張り科学の持っ技術的有用性のほかに・科

学のロゴス的性格を強く主張したのである．古代ギリ

シャ以来のマギーや中世の練金術が，近代の実験科学と

共通的な性格をもつと云われるが，それは原始生活では

マジックと云うのが，実生活上の効用なり目的なりに常

に即していたのである．古代科学全体の性質と・今日の

科学的性格の根本的相違は古典科学は自然哲学であった

点である．トレールチも云うように西欧史が・第1にギリ

シャ古典，第2にキリスト教，第3にゲルマン的精神・

を挙げ，近代を形ち造る根本的なものとして科学精神を

次いで挙げ，先の3っの伝統と別種の扱いをしている．

それは科学の中の一っの能力であるところの技術的有用

性のみの拡大進展を指摘するものであり，今日の文明の

危機と人間喪失の根本がここにあると云える．

　　　　　　　　　　　　　　　1958．5，13　（白岡）

1958年5月 9


